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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間につきまして当社では、昨年度来の減収減益推移を回復すべく主力事業であるＯＥＭ（得

意先ブランドの製造受託）・ＯＤＭ事業（企画段階からの製造受託）の再構築に取り組んでいるところでありま

す。

　去る11月１日には、第３四半期の中途段階にも関わらず営業部門の再編成に踏み切り、販路別の組織として平成

27年３月に立ち上げた販売部を一旦解散し、アイテム別の組織である営業部に人的資源を集約するとともに、レデ

ィスを主体に営業部の再編成を行いました。

　これにより、トレンド追随型となっていた企画・デザインのあり方を改めて見直し、トレンド発信力と高いファ

ッション性を備え、新鮮さを訴求できる商品展開への取り組みに着手いたしました。

　加えて、品番毎の採算の見極め、すなわち適正な商品原価の把握、物流費・人件費・物件費を踏まえた的確な価

格設定に対する取り組みも改めて強化し、着実な収益力改善を図っているところであります。

　しかしながら当第３四半期累計期間の経営成績につきましては、こうした取り組みが未だ成果に結びつかず、売

上高は56,207百万円（前年同期比7.6%減）にとどまるとともに、売上総利益率の低下により、営業損失368百万円

（前年同期は1,642百万円の利益)、経常損失282百万円（前年同期は1,640百万円の利益）となりました。一方、親

会社株主に帰属する四半期純利益は、固定資産の売却益4,104百万円を特別利益として計上したことに伴い、2,619

百万円（前年同期比1,605百万円の増益）となりました。

　特に第３四半期（９月～11月）につきましては、第２四半期累計期間までの受注不足の挽回に取り組んでまいり

ましたが、売上高について下げ止まりつつあるものの、受注不足を取り戻すために、提示価格を抑えるとともに納

期設定がタイトとなり、物流コストのアップなどを生じさせたことにより、想定よりも厳しい収益状況となりまし

た。

第４四半期（12月～２月）につきましては現在の取り組みの成果をある程度見込めるものの、通期では、前回

（９月８日）の予想に届かないものと判断し、改めて通期予想を修正することといたしました。

今後につきましては、現在の収益力挽回に向けた取り組みを着実に成果に結びつけ、業績回復に全力で注力して

参る所存であります。

（２）財政状態に関する説明

①資産

　流動資産は、前連結会計年度末比3,741百万円増加し、25,873百万円となりました。これは主として、現金及

び預金が1,412百万円、受取手形及び売掛金2,271百万円増加したことなどによるものであります。

　固定資産は、前連結会計年度末比3,176百万円減少し、26,987百万円となりました。これは主として、土地が

3,609百万円減少したことなどによるものであります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末比565百万円増加し、52,860百万円となりました。

②負債

　負債は、前連結会計年度末比2,446百万円減少し、16,089百万円となりました。これは主として、支払手形及

び買掛金が2,965百万円減少したことなどによるものであります。

③純資産

　純資産は、前連結会計年度末比3,011百万円増加し、36,770百万円となりました。これは主として、利益剰余

金が2,246百万円増加したことなどによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年９月８日に公表いたしました平成30年２月期の通期業績予想を修正しております。詳細につきまして

は、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,447 4,860

受取手形及び売掛金 13,996 16,267

たな卸資産 3,577 3,554

その他 1,137 1,195

貸倒引当金 △26 △5

流動資産合計 22,131 25,873

固定資産

有形固定資産

土地 18,890 15,280

その他（純額） 3,923 3,759

有形固定資産合計 22,813 19,039

無形固定資産 1,331 1,265

投資その他の資産

投資有価証券 4,786 5,313

その他 1,259 1,390

貸倒引当金 △27 △20

投資その他の資産合計 6,017 6,682

固定資産合計 30,163 26,987

資産合計 52,294 52,860

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,015 5,050

短期借入金 1,180 1,900

1年内返済予定の長期借入金 1,050 1,050

未払法人税等 88 970

引当金 130 236

その他 3,418 2,818

流動負債合計 13,883 12,025

固定負債

長期借入金 2,525 1,812

退職給付に係る負債 396 453

役員退職慰労引当金 176 176

資産除去債務 134 149

その他 1,420 1,473

固定負債合計 4,652 4,064

負債合計 18,536 16,089
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年11月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,622 3,622

資本剰余金 4,148 4,148

利益剰余金 24,705 26,951

自己株式 △570 △571

株主資本合計 31,905 34,151

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,528 1,852

繰延ヘッジ損益 △82 311

土地再評価差額金 162 162

為替換算調整勘定 16 11

退職給付に係る調整累計額 7 30

その他の包括利益累計額合計 1,632 2,368

新株予約権 220 251

純資産合計 33,758 36,770

負債純資産合計 52,294 52,860
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

売上高 60,860 56,207

売上原価 49,160 46,429

売上総利益 11,700 9,777

返品調整引当金繰入額 △1 8

差引売上総利益 11,701 9,769

販売費及び一般管理費 10,058 10,138

営業利益又は営業損失（△） 1,642 △368

営業外収益

受取利息 15 17

受取配当金 58 57

その他 146 95

営業外収益合計 220 171

営業外費用

支払利息 67 51

支払手数料 21 18

その他 133 15

営業外費用合計 222 85

経常利益又は経常損失（△） 1,640 △282

特別利益

固定資産売却益 - 4,104

その他 0 2

特別利益合計 0 4,106

特別損失

固定資産除却損 0 1

解決金 98 -

その他 4 -

特別損失合計 103 1

税金等調整前四半期純利益 1,538 3,822

法人税等 523 1,202

四半期純利益 1,014 2,619

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,014 2,619
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年３月１日
　至 平成29年11月30日)

四半期純利益 1,014 2,619

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 339 324

繰延ヘッジ損益 1,292 393

土地再評価差額金 6 -

為替換算調整勘定 △138 △4

退職給付に係る調整額 16 22

その他の包括利益合計 1,516 735

四半期包括利益 2,531 3,355

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,531 3,355
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（追加情報）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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